
新潟医療福祉大学・看護学部・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３３１１１

研究活動スタート支援

2022～2020

子育てと仕事の両立で母親が発揮する調整力の解明―新たな支援モデルの提唱に向けて

Elucidating the ability to adjust that women exhibit when balancing work and 
child rearing: Toward the development of a new model of support.

６０６４６６４４研究者番号：

和田　直子（Wada, Naoko）

研究期間：

２０Ｋ２３２３９

年 月 日現在  ５   ６ ２０

円     2,000,000

研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、子育てと仕事を両立する上で必要となる力を定義した上で、女性の
産業看護職に対する期待と実際の支援の現状を明らかにすることである。調査の結果、1)両立する上で必要とな
る力は9つの因子で説明ができる可能性がある、2)約9割の産業看護職が両立に関連する相談を受けており、内訳
はプライベートや仕事に関する相談、制度に関する相談、健康に関する相談である、3)専門職に対する期待と産
業看護職個人に対する期待の2つに大別できる、4)産業看護職は、個別の健康相談に加え、会社全体に対する情
報発信、支援制度が有効に機能しているかの判断、同じ境遇の者同士を繋ぐための支援を行っていることが明ら
かになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this survey was to define the abilities needed to balance 
work and childcare, and then to clarify women's expectations of occupational health nurses(OHN) and 
the current status of actual support for them. Findings of the study,1) The necessary ability to 
balance work and childcare consisted of nine factors,2) Approximately 90% of OHN receive 
consultations related to balancing work and family life, and the breakdown is as follows: 
consultations related to personal and work life, consultations related to the system, and 
consultations related to health,3) There are two major categories: professional expectations and 
individual expectations of OHN,4) In addition to providing individual health consultation, OHN 
provide information to the company as a whole, determine whether the support system is functioning 
effectively, and provide support to connect people in the same situation with each other.

研究分野：公衆衛生看護
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで両立支援の主流は、支援制度や支援体制を拡充することや両立に対する周囲の理解を促進することであ
った。本研究では、子育てと仕事を両立する上で女性に必要な力を明らかにすることができた。これにより女性
の能力を育成する観点に基づいた新たな両立支援の在り方を提唱することが可能となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
わが国では 1992 年の育児休業法を契機に子育てと仕事の両立（以下、両立）を促す制度
が整備されはじめ、現在では、第一子出産後の就業継続率は 53.1％である。しかし、就業
状況を意欲の観点からみると、出産前の母親の 63.6％が出産後も働き続けたいと回答する
一方で、実際には 25.4％の母親が出産後に退職している。退職理由の 20.0％は両立困難で
ある。制度が拡充され、以前より就業環境が改善されてもなお、両立困難な母親が存在する。
従来の法整備による画一的な支援だけでは限界があり、就業する子育て中の女性（以下、女
性）個人に向けた「制度を補完する新たな支援」を模索する必要がある。  
支援制度の限界は両立の困難に直結する。女性たちは制度の隙間を「両立しやすい環境を
自ら工夫し調整するという努力」で補完している。女性には、両立するために周囲に理解や
協力を求め関係者と調整していく力（本研究では、両立力と定義する）が求められるが、実
践レベルで表現される両立力が、どのような能力で定義されるか明らかになっていない。両
立の可不可は家族形態や雇用状況などが影響するため調整力だけで説明できるわけではな
い。しかし、どのような状況でも女性は両立を目指して力を発揮している。また、女性が期
待する支援も明らかになっているが、それらの多くは国の制度や会社に対する期待であり、
産業看護職に対する期待ではない。 
 
２．研究の目的 
現行の両立支援制度を補完する新たな支援を模索するために母親の両立力に着眼する。
両立力を定義した上で、女性の産業看護職に対する期待と実際の支援の現状を明らかにす
る。 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的を達成するためには、以下２つの研究課題を達成する必要がある。①両立力
の概念定義に必要な調査、②：産業看護職に対する母親の期待と産業看護職による支援の実
態調査である。研究課題①②を達成するために以下を行った。 
１）web 調査：2021 年 7月 9 日～7月 12 日、未就学児を抱えながら仕事をしたことのある 
女性を対象に web 調査を実施した。目標回答者数を 200 名に設定し、200 名から回答が得ら 
れた時点で調査を終了した。調査項目は、基本属性と対象者が認識している両立力である。 
基本属性は、年齢、居住地、職業、婚姻状況、家族構成を選択形式の回答により収集し、基 
本統計量を算出した。両立力の認識は、子育てと仕事を両立する上で必要となる力は何かを 
自由記述形式の回答より収集した。自由記述形式データの分析では、恣意的な分析を回避す 
る必要があるため、KH Coder を用いたテキストマイニングにより解析した。※研究対象の 
女性は「日本の子育て中の就業女性（職種を問わない）」である。セレクションバイアスが 
入らないよう、母集団から日本の representativity を確保して標本をつくる必要がある。 
そのために対象の抽出を、学術調査の実績が豊富なクロスマーケティング社に依頼した。同 
社は郵送および web 調査用に蓄積している調査協力可能者リストを使用して対象者を募 
った。研究目的や方法などを説明し、同意が得られた女性を抽出した。 
２）インタビュー：両立している女性を対象とした。産業看護職に期待する支援を尋ねた。 
３）質問紙調査：2020 年 11 月 18 日時点の東証 1部上場企業 1,909 社に対し産業看護職を
対象とした調査依頼文書を郵送し、産業看護職から回答が得られた 72 件を分析対象とした。
調査依頼文書には web 回答用の URL（QR コード含）を記載し、併せて自記式質問調査用紙と
返信用封筒も同封した。対象者自らが web 回答と質問紙回答のどちらかを選択できるよう
にした．調査期間は 2020 年 12 月 15 日～2021 年 2 月 28 日である。調査項目①調査対象の
基本属性：性別、年齢、持っている資格、現在の雇用、看護職として通算経験年数、産業看
護職としての通算経験年数、所属する企業の業種、所属する企業全体の規模、所属する企業
全体の産業看護職の人数、②両立している女性からの相談の有無と対応：子育てと仕事の両
立に関して相談を受けたことはあるか、相談内容、支援の方法について自由記述により回答
を求めた。意味内容の共通性・類似性を入念に検討しまとめた。 
 
４．研究成果 
１）自由記述形式データの総抽出語数は 3,481 語（529 文）であった。出現頻度上位の語を 
表 1 示す。以下、抽出語を「 」で示す。出現回数が多い語の順に「力」（62 回）、「協力」 
（46回）、「体力」（46 回）、「仕事」（40回）、「子ども」（39 回）、「家事」（32回）、「理解」 
（28回）であった。次に共起ネットワークの結果を図１に示す。共起ネットワークは 9つ 
のサブグラフで構成されており、女性が認識している両立力は 9つの因子によって説明で 
きることが明らかになった。さらに家族構成別の共起ネットワークの結果を図 2に示す。核 
家族世帯の女性では「自分」「健康」、祖父母同居世帯の女性では「ストレス」「良い」とい 
う言葉が強調されていた。対応分析の結果を図 3に示す。対応分析は、抽出語同士の関係性 
を散布図として視覚的に把握するものであり、原点から離れている語ほど特徴的な語と言 
える。対応分析では、「気力」「忍耐」「適当」「保育」「病」が原点から離れた距離に位置し 



ていた。 
 
 

 表 1. 抽出語の出現頻度上位の言葉  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. 両立力の共起ネットワーク 



図 2. 家族構成別における両立力の共起ネットワーク 
 
 
 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3. 両立力の対応分析 



２）産業看護職に対する期待は、①専門職としての期待、②産業看護職個人に対する期待に
わけられた。①：専門的立場からの情報提供（職場内における両立支援制度の利用状況、両
立している職員の体験に関する情報など）、心身の健康相談（復帰後は心身ともに体調を崩
しやすい）、相談の場づくり（同じ境遇の人とつながれる場の提供、搾乳の場所の確保など）
を期待している。②：産業看護職の人間性、対応、雰囲気といった着眼が見られた。女性と
産業看護職の関係性について、1）女性は妊娠した時点から産業看護職と関わることを望ん
でいる、2）女性と産業看護職は業務上、直接の利害関係がない。この薄い関係性があるか
らこそ、女性は産業看護職に相談しやすいと考えている、3）両立における産業看護職の役
割が女性に十分認識されていないため、相談していいのか躊躇う場面が生じていることが
明らかになった。 
 
３）女性からの両立に関する相談内容と産業看護職の支援内容を表 2に示す。産業看護職が
本人から受ける相談は、「プライベートに関する相談」と「仕事に関する相談」、「両立支
援制度に関する相談」、「自分自身に関する相談」の 4つのカテゴリーに分けることができ
た。プライベートに関する相談には子育てに関することや子どもの健康に関すること、家族
との関係性に関することが含まれていた。これらに対し産業看護職は、個別の健康相談に加
えて、行政サービスや専門の相談窓口といった社会資源の紹介を行っていた。仕事に関する
相談には、業務に関することや上司・同僚との関係性に関すること、キャリアに関すること
が含まれていた。キャリアに関して、両立するロールモデルの不在、男女とも出産の時期や
方法を自律的に選択するための教育の不十分さが指摘されているが、産業看護職は、同じ境
遇の社員同士をつなぐために復職前後で懇談会を開催したり、両立セミナーを企画・運営す
ることなどにより、キャリア援の一端を担っていることが明らかになった。両立支援制度に
関する相談は、採用や異動、制度設計などを担当する人事課等にも関係する内容であること
から、他部署と調整・連携しながら産業看護職は支援を行っていた。制度の利用そのものに
ついては人事課等が担当するが、制度の利用によって発生する諸問題（両立の困難性、不安
等）については人事課等と連携しながら産業看護職が対応していた。自分自身に関する相談
には自分の健康に関する相談や両立への不安などが含まれていた。子育てや仕事に追われ
て自分の健康管理がおろそかになりがちであることが明らかになった。産業看護職は、個別
の健康相談に加えて休養室の利用促進、血圧計の貸与、産業医との面談設定、勤務形態の変
更調整等を行っていた。 
 
 

 
表 2.女性からの両立に関する相談内容と産業看護職による支援の現状 
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